
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《メールアドレス》 
akito.n@m3.dion.ne.jp 

 

政
局
の
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て

い
る
憲
法
第
９
条
。
住
民
と
の
関

係
が
身
近
な
地
方
議
会
で
は
、
党

派
の
垣
根
を
こ
え
た
注
目
す
べ
き

動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。
北
区
の
区

議
会
で
は
公
明
党
や
民
主
党
の
議

員
も
参
加
し
て
「
９
条
の
会
」

（
定
数
４４
名
中
２５
名
が
参
加
）
が

つ
く
ら
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

 

私
は
９
月
議
会
の
本
会
議
で
、

「
立
場
の
違
い
を
こ
え
て
自
治
体
・

地
域
か
ら
『
９
条
を
守
ろ
う
』
の

声
を
あ
げ
よ
う
」
と
質
問
し
、
市

長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。 

 

馬
場
市
長
は
「
憲
法
に
対
す
る

私
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
る
」

「
憲
法
改
正
の
議
論
は
様
々
あ
っ

て
よ
い
が
、
い
ま
憲
法
を
改
正
す

る
必
要
は
無
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
市
長
の
答
弁
に
対
し
自
民
ク

ラ
ブ
か
ら
不
規
則
発
言
も
あ
り
ま

し
た
が
、
「
私
の
父
親
は
、
た
っ

た
一
枚
の
赤
紙
で
戦
争
に
と
ら
れ

帰
ら
な
か
っ
た
」
と
、
戦
争
に
対

す
る
真
情
も
吐
露
し
な
が
ら
の
答

弁
で
し
た
。 

 

防
衛
問
題
や
自
衛
隊
に
対
す
る

見
解
に
相
違
は
あ
っ
て
も
、
日
本

が
集
団
的
自
衛
権
に
踏
み
込
み

「
戦
争
す
る
国
に
な
る
こ
と
は
ご

め
ん
だ
」
と
い
う
立
場
で
の
共
同

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

中
野
あ
き
と 

「いま憲法を改正する必要はない」  中野議員の質問に馬場市長が答弁 

首
相
。
新
内
閣
発
足
で
、
内
外
か

ら
侵
略
戦
争
、
植
民
地
支
配
へ
の

認
識
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す

▼
新
首
相
は
ね
ら
い
が
む
き
出
し

で
分
か
り
や
す
い
。
五
年
以
内
に

憲
法
を
変
え
る
。
そ
れ
以
前
で
も

憲
法
解
釈
を
極
限
ま
で
広
げ
、
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
。
自
衛

隊
が
大
っ
ぴ
ら
に
海
外
で
武
力
行

使
を
す
る
と
い
う
の
で
す
▼
旧
憲

法
下
の
日
本
は
天
皇
制
の
「
国
家

神
道
」
の
国
で
「
愛
国
心
」
と
い

う
踏
み
絵
が
戦
争
遂
行
の
柱
で
し

た
。
そ
の
「
愛
国
心
」
な
ど
の
徳

目
の
強
制
と
、
教
育
の
国
家
統
制

が
新
首
相
の
教
育
基
本
法
改
正
の

柱
で
す
▼
好
評
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ

「
純
情
き
ら
り
」
が
終
演
に
。
学

校
に
文
部
省
の
視
学
官
が
派
遣
さ

れ
授
業
内
容
に
圧
力
を
か
け
た
り
、

人
が
集
ま
る
と
い
う
だ
け
で
特
高

が
踏
み
込
ん
だ
り
の
場
面
は
、
六

十
一
年
以
前
の
日
本
の
現
実
で
し

た
▼
延
々
と
続
く
総
裁
選
の
報
道

に
う
ん
ざ
り
し
て
浅
川
土
手
へ
。

黄
色
の
コ
ス
モ
ス
や
赤
い
彼
岸
花

が
風
に
ゆ
れ
、
す
っ
か
り
秋
で
す
。

広
い
会
場
で
の
集
ま
り
が
心
配
だ
っ

た
「
日
野
市
民
９
条
の
会
」
の
集

会
は
成
功
し
ま
し
た
。
市
民
の
関

心
の
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。 

言
葉
で
「
反
省
」
を
言
い

な
が
ら
行
動
で
裏
切
っ
た

前
首
相
。
言
葉
で
す
ら

「
反
省
」
を
言
わ
な
い
新

保
育
園
、
児
童
館
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
導
入
問
題 

保
護
者
と
の
約
束
を
ほ
ご
、
市
が
強
行
方
針 

短信 

「
日
野
市
民
９
条
の
会
」
の
発
会
講
演
会 

 
 
 
 
 

 

９
月

２３
日
日
野
市
民
会
館 

か
ど
う
か
も
決
ま
っ
て
い
な
い
」

「
こ
れ
か
ら
幅
広
い
市
民
の
意
見

を
伺
い
つ
つ
や
る
」
と
答
弁
。
保

護
者
の
参
加
で
新
た
に
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
と
回
答
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
問
題
で
は
、
市
が
求
め

た
意
見
募
集
に
、
八
六
〇
件
も
の

疑
問
や
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

助
役
は
６
月
議
会
の
答
弁
と
の

ズ
レ
は
認
め
な
が
ら
も
「
そ
の
事

で
も
の
す
ご
い
不
満
を
受
け
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
」
と
、
開
き
直

り
の
答
弁
に
終
始
し
て
い
ま
す
。 

「日野市民９条の会」が発足 

 「日野市民９条の会」は９月２３日、市民会館大ホー

ルで講演と集会を開き、６５０人の市民の参加で正式に

発足しました。 

 「９条の会」は０４年６月、作家の井上ひさしさん

や大江健三郎さんなど著名人９氏の呼びかけで、９条

改正の動きに警鐘を鳴らし、改憲の企てを阻むための

一人ひとりの努力を呼びかけるアピールを発表して発

足し、全国にこの動きを広げています。「市民９条の

会」の立ち上げにより、市民の中でも運動を急速に広

げる必要があります。 

 

「
新
た
に
設
置
す
る
策
定
委
員

会
は
民
営
化
が
前
提
」
。
９
月
２５

日
の
「
行
革
」
特
別
委
員
会
で
市

は
、
６
月
議
会
で
の
答
弁
を
一
転

さ
せ
る
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

保
育
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
児
童

館
の
民
営
化
導
入
方
向
を
、
市
が

保
護
者
な
ど
利
用
者
の
参
加
抜
き

の
委
員
会
で
協
議
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
父
母
な
ど
か
ら
は
強
い
抗

議
の
声
が
上
げ
ら
れ
、
６
月
議
会

で
は
中
野
あ
き
と
議
員
も
こ
の
問

題
を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。 

 

市
長
も
「
ま
だ
こ
の
通
り
や
る
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  《０６年１１月の無料法律相談》 

村松みえ子事務所 午後６時～８時 

     １１月 ２日（木）     

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     １１月 ９日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

 私たち共産党都議団には皆さんから沢山

の要求が寄せられています。９月議会でも

三つの条例を提案し、各会派にも共同を呼

びかけました。 

 一つは、子どもの医療費助成の問題です。

23区中１８区で小学校、中学校までの医療

費の助成が広がっていますが、都が実施に

踏み出すことにより、財政力の弱い多摩地

域へも拡大することができます。 

 二つ目は、シルバーパスの問題です。私たちは有料化は反対で

すが、現在、二万円をこえる負担で購入している人が大勢います。

ある所得以下の人には三千円とし負担を軽減することと、「多摩

モノレール」「ゆりかもめ」にもパスが利用できるようにする提

案です。 

 三つ目は、身体・知的障害者に支給されている障害者福祉手当

を、精神障害者にも適応することです。 

 これらの提案は、自民、公明、民主、生活者ネットとの共同は

成立しませんでしたが 、一人会派の3人の議員との共同提案とな

りました。子どもの医療費助成とシルバーパスのモノレールへの

適用は、市長会からの要望でもあります。現実には道のりがあり

ますが、地道な努力を積み上げていきます。 

 

都民の要求実現へ、三つの条例を提案 

       

 

日
野
市
は
「
広
報
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
『
日
野
市
子
ど
も

権
利
条
約
素
案
』
を
発
表
し
、

市
民
の
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
市
長
の
与
党
で
あ

る
は
ず
の
日
野
の
自
民
党
が
、

新
聞
の
折
込
広
告
な
ど
で
こ
の

「
条
例
」
を
攻
撃
し
「
み
ん
な

で
疑
問
の
声
・
意
見
を
市
役
所

へ
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
条
例
素
案
」
は
２３
条
か
ら
な

り
、
そ
の
内
容
は
「
国
連
児
童

憲
章
」
や
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
の
理
念
を
念
頭
に
、
「
子

ど
も
に
と
っ
て
一
番
良
い
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
る
ま
ち
を
つ

く
る
」
（
前
文
）
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

 

自
民
党
の
ビ
ラ
は
こ
の
「
条

例
素
案
」
を
、
「
権
利
ば
か
り

で
義
務
が
無
い
」
と
か
、
こ
ん

な
こ
と
を
許
し
た
ら
「
学
校
に

行
か
な
く
と
も
勉
強
し
な
く
て

も
、
何
も
言
わ
れ
な
い
」
「
授

業
中
で
も
遊
び
た
い
と
き
は
遊

び
、
休
み
た
い
と
き
に
は
勝
手

に
休
む…
…

も
は
や
教
育
や
躾

は
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
と
攻

撃
し
、
「
今
、
必
要
な
の
は

『
権
利
』
で
し
ょ
う
か
」
と
批

〔中野あきと事務所・生活相談日〕 

◎毎月第一、第三火曜日（午後１時～３時） 

◎１１月は７日と２１日です。 

 ※その他の日でも随時承ります。ご連絡下さい。 

判
し
て
い
ま
す
。 

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、

世
界
中
で
深
刻
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
の
実
態
を
踏
ま
え
、
普

遍
的
な
子
ど
も
の
権
利
保
障
の

基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
子
ど
も
を
保
護
さ
れ
る

対
象
と
考
え
て
い
た
も
の
を
、

子
ど
も
が
独
立
し
た
人
格
を
も

ち
、
権
利
を
行
使
す
る
「
主
体
」

で
あ
る
と
い
う
見
方
に
転
換
し

た
と
こ
ろ
に
画
期
的
な
意
義
が

あ
り
ま
す
。 

 

日
野
市
の
「
条
例
素
案
」
も
、

こ
の
条
約
の
精
神
を
生
か
そ
う

と
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
に

「
わ
が
ま
ま
」
や
「
好
き
勝
手
」

を
許
そ
う
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

市
長
を
支
え
る
立
場
の
自
民

党
が
、
全
戸
を
対
象
と
し
た
ビ

ラ
で
、
大
々
的
な
批
判
を
展
開

す
る
こ
と
に
、
何
か
の
政
治
的

な
背
景
を
見
る
思
い
が
し
ま
す

が
、
こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
の

置
か
れ
て
い
る
実
態
や
、
子
ど

も
の
権
利
に
つ
い
て
、
市
民
的

に
討
論
す
る
こ
と
も
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
ビ
ラ
は
一
体
な
に…

？ 
 

 
「
日
野
市
子
ど
も
権
利
条
例
素
案
」
を
自
民
党
が
攻
撃 

☆豊田南区画整理地域の公園用地の整備について、住民参 

 加による計画づくりが始まります。この用地は地権者の 

 減歩で確保されたにもかかわらず、市の都合で野球専用 

 グランドへの転用が打ち出されました。これに対し近隣 

 住民や自治会から抗議の声が上がり、中野議員も昨年１ 

 ２月議会で「住民参加で公園づくりを」と追及していま 

 した。 

 ◇ミニ・ニュース◇ 

☆この１０月から開始される障害者の地域生活支援事業。 

 手話通訳やガイドヘルパー派遣事業について有料化が当 

 然としていた市に対し、党市議団はほとんどの市区で無 

 料化を決定している事実をあげ追及。手話通訳について 

 は公的活動に限ってですが、「無料」とさせることがで 

 きました。 

街並み、景観保全で中野議員が提案 

 中野あきと議員は６月議会本会議で、これ以上の

景観喪失を防ぐために「市内の街並み・景観問題」

について質問しました。 

 全市的に建物の高さ規制を導入していくことや、

新たに制定された「景観法」を生かして、日野の特

徴ある歴史的自然的な景観を守り創出していく条例

づくりの提案も行ないました。 

 市も、その方向で取り組みたいと答弁しましたが、

こうした景観保全の問題は、開発に対する実効性を

もった規制と基準をつくることが欠かせない問題で、

開発を当然視する考え方では対応できません。今後

の市の対応をしっかり見据える必要があります。 


